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に と から
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以上 式の両辺を掛けると より

左辺の積
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となる擬反転 が存在す

右辺の積

るから より

　　

ここで と同様に「
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P P P C P P P C

P P P C

従って は メネラウス図形を作る　

よって より

の外接円 の外接円

の外接円
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.
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P 　　　　　【証明終】

の外接円

の４円は１点で交わる

同様に「 」，「 」の４円も１点で

交わる．結局６つの円は クリフォード点 で交わる．
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前頁の図参照.

から作られる 点を と書く．また前頁

円

も　点で交わるが， の定義より明らかにその点は である

注 と より

円 円

．

円
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P

−=「 定義より 円 が 点 で交わるので より 」

の作るメネラウス図形の つの結節点は

となる これは　 の作るメネラウス図形の結節点

が と である事の発展である．

一言 の

即ち

と

定定定定理理理理    8

  .

としても

は証明できた．しかしここでは 代数的に証明したかった

定定定定理理理理
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←→

の時の証明は 「 の時 メネラウス図形ができる事」だけを

利用しているので 「 の時 メネラウス図形ができる事」から「任意の

自然数 についてクリフォードの定理が成り立つ事」が容易に証明できる

それは，形式的には「添え字の付け足し」をするだけである．

例えば 前頁 より「

1234,56
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3456 56
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13 23 12 1234 24 14 34

, )  

  ( )    ,   

                  ( , , , ) ( , , , )  
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」となる

擬反転 が存在する．これを と書くと

これは 「 0 )  

 7, 8  6,7,8 

    .

P

n n= =

」　　　の発展である．

同様 の時も定理 を拡張した定理が成り立ち，証明は添え字

の追加だけでできる．実際，以下は殆んど コピペ である  
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直線上の 点と 点の対応

の 点は 個あるがこのうち 適当な 個の点 を取ると，

上の 点との間に擬反転 が存在し，次の関係が成り立

直

つ．例えば

線
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証明 の証明に「 」という添え字を付け加えるだけで良い．定定定定理理理理6666 

1235, 2345,67 67

234567 1235,67 67 123567

4567 2345

67

2467 3 67 746

 
( )   ( ) 

                                                                                                      

  ( , , , )
f f

P f P P

PP P P °




= =

 →

したがって

　

1245,67 2345,67

1267 1367 1567 123567

2367 234563467 3567

2467 2567

7 1467 1267 1567 124567

2367

467+{2,3,5} 167+{2,3,5}

367+{4,2,5} 167+{4,2,5}

, , , )   (

         

  ( , , , ) ( , , , )   

  ( , , ,

f f

P P P

P P P P P P

P P

P

P

PP

P
°

→

→



→

⋯

⋯

同様にして

1345,67 2345,67
234567 1467 1567 134567

45

1367

2467 3467 3567 256767 2367 123567 1367 134567 1467 12

267+{3,4,5} 167+{3,4,5}) ( , , , ),    

 ,

              ( , , , , , )= ( , , , ,

f f
P P P

P P P P P P

P

M P PP M P P

° →→ ⋯

この複比を取って両辺を掛けると， と同様にして定定定定理理理理6666
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を入れ替えて

」となる擬反転 が存在する

は擬反転だから

　　　　　　　「 」

同様にある擬反転 が存在し
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ところが 擬反転「

とな

イ

」は 点の像で決まるから 故に

　　　　　

る擬反転 が存在する

　　　

 .残りの式も同様に証明できる
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. (n=7)

 7  1  Clifford  7 ,  

 (Clifford ) . 

C =

クリフォードの定理

直線のうち 直線のみ省いた図形の 点は 個出来るが それらは

同一の円 円上にある

 定定定定理理理理10101010
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証明 より「 」であり，

「擬反転による円の像は円」だから は同一円上にある．

同様　「
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P」だから

も同一円上にある．　故に は 同一円上

にある 「 」を「 」に変えて同様の議論を繰り返すと， は全て同一円上に

あることが言える．　　注 この円を
1234567   Clifford で表し 円と言うことにする．
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C =

クリフォードの定理

直線のうち 直線のみ省いた図形の 円は 個出来るが それらは

１点で交わる　
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証明 の証明に添え字の「 ｣を付け加えるだけで，

が得られ

　　　　

　 は

る．よって
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と同様に

メネラウス図形を作る　

故に より

の外接円 の外接円

の外接円
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C
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の外接円

の４円は１点で交わる

よって と同様の議論で，　つの 円

は 点で交わる．

定定定定理理理理8 8 8 8 

                                                             　　 【証明終】
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以下同様にして，一般化した 点と 円が定義される．そして 本の

特別な位置にない直線に対し が偶数の時 円は 点の 点で交わり，

が奇数の時　 点は１つの 円を作る．即ちクリフォードの定理が

4以上の全ての整数 に関して成り立つ．な 添え字の相補性」はもっと

一般に成り立つと予

「

想され

お

　個人   的には非常に興味深い．
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